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語句の説明

など

　長岡市では、これまでも「新潟県福祉のまちづくり条例」に基づき市内のバリアフリー
化を進めてきましたが、長岡駅周辺地区のバリアフリー化を、重点的かつ一体的に推進す
るために、「長岡市交通バリアフリー基本構想」を策定しました。
　今後、この基本構想に基づき、長岡駅から特定施設までの経路については、平成２２年
までにバリアフリー化を実施します。また、この基本構想は、ノーマライゼーション社会
実現の第一歩として次のようなハード、ソフト両面のバリアフリー化を推進します。

　（ハード面）重点整備地区を起点に歩行空間のネットワークを拡大する
　（ソフト面）心のバリアフリーへ展開していく
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◆特定施設とは
　　高齢者、身体障害者等が日常生活または社会生活において利用すると考えられる公共施設、福祉施
　設、商業施設などです。

◆高齢者、身体障害者等とは
　　高齢者、身体障害者だけでなく、妊産婦や負傷者など一時的に移動の制約を受ける人も含みます。

長岡市都市計画マスタープラン
（平成11年4月）

長岡市障害者基本計画
（平成9年3月）

交通バリアフリー法
基本方針

（平成12年11月）

長岡市交通バリアフリー基本構想
（平成15年1月策定）

特定事業計画策定（各事業者）
基本構想に基づき策定

新潟県
福祉のまちづくり条例
（平成8年3月制定）
（平成12年12月改訂） 特定事業計画に基づき

特定事業を実施
（平成15～22年）

移動円滑化基準
（平成12年11月）

公共交通機関旅客施設
の移動円滑化整備
ガイドライン
（平成13年8月）

道路の移動円滑化
整備ガイドライン
（平成14年12月）

第二次新長岡発展計画後期基本計画
（平成13年4月）


